






































































































































感 .応 「そ う」 名 詞 形容 詞 動 詞 副 詞 接 続 詞 助動 詞 その 他 計
日常 会 話 702 82
82 29 42 18 4 5 139 03
(63.7 7.4 7.4 2.6 3.8 1.6 0.4 0.5 12.6) 100.0
テ レビ放 送
374 80 27 7 6 10 1 1 43 549





原 形 +助 動詞 +終 助 詞 +他の助詞 くりかえし その 他 計
日常 会話 719 21 142 18 87 116 103
(65.2 1.9 12.9 1.6 7.9) 10.5 100.0)
テ レビ放 送 382 18 87 9 18 35 549











原 形 +助動 詞 +終 助詞 +他の助詞 くりかえし その 他 計
日常会 話 1 2 61 1 16 1 82
1.2) 2.4 74.4 1.2) 19.6) 1.2 100.0)
テ レビ放送 4 8 64 0 4 0 80










注 EI表示 主体的発話 そ の他 計
日常 会話 912 135 56 1103
(82.7) (12.2) (5-1) (100.0)
テ レビ放 送 503 41 5 549




































(例5 : 【談話例1】 -Aの知り合いについての話題)
145A　まだ24歳ぐらい。
146B　ぼ-くと[僕と]、おんなじか下ぐらいですねひょっとすると。t笑いt
1 47Aそうそうそうそうそう。
テレビ放送の会話は、事前に話の進行が打ち合わされることが多いため、発話者はその情報をは
じめて開くとはかぎらない。 ゆえに、当該の情報に対して、強く興味をしめす、あるいは得心する
という場面が少なくなり、上記のようなくりかえしが少なくなるものと考えられる。 4回以上のくり
かえしが日常会話では12例あるのに対し、テレビ放送では1例しかなかった。
4.2.情報の既知をあらわす「そう」
前節のくりかえしとは逆に、日常会話で割合が低い「そう」であるが、この語は「はい」「うん」
「ええ」のあいづちのかわりにもちいると、不自然になる場合が多い。 たとえば、次の例6の2Bが
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「??そう。」、5Bが「??あー-、そうそう。」では不自然である.
(例6:【談話例1】-Aの知り合いについての話題)
1Aその3兄弟の、いちばん上のね? 男の子が離婚をして、
2B血
3Aで、娘さん、どっちにいく? って。
4A2歳になる娘さんに聞いた//のかな。
5Bあー一、ええーまえn
逆に、次の例7の434A、あるいは例8の842Bの「そう」が「はい」「うん」「ええ」のいずれかに
おきかわっても、不自然な発話ではない。
(例7:【談話例3】)
428Aあのよく、シュークリームを、冷凍させるんですよね、こういう紙は0
429Bシュークリームですか。
430Aシュークリーム買うと、
431Bええ。
432Aこういう紙、に、シュークリームが入ってるんです。
433B　ああなんか、こん右
434A そうそう。
こんな感じですねn l笑い
そうそうそうそう うん。
(例8:【談話例5】-囲碁のアマチュア大会のルールについての話題)
838B(3.0)そう、だからなんか、あの、団体戦でられないみたいなこと、い、い、言ってた
じゃんヒカルが0
839A言っ、てましたね、ええ、ええ。
840Bあれ、//が、
841Aあれがそれのことかハ
842Bそうそう。
また、同じ例7、8に下線でしめしたとおり、「そう」は、先行する自分の発話に相手がこたえた
際のあいづちとしてあらわれることも多い。 例7の場合、まずAが「こういう紙はシュークリーム
を冷凍するときに使う」と話をふり、それにBが「こんな感じですね」と理解をしめし、それに対
してはじめに話をふったAが「そうそう」とこたえている。
以上のことから、「はい」「うん」「ええ」は自分がその情報に関する知識をもっているか否かにか
かわらずあいづちとして使うことができるが、「そう」は自分が知識をもっていない場合には使えな
いということがいえる。 例6の場合、BにとってAの提示する情報ははじめて聞くものであり、当然
その情報に対する知識はない。 ゆえに、「はい」「ええ」によるあいづちはできても、「そう」とあい
づちはうてないわけである。
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このため、事前にある程度の打ち合わせがあり、当該の話題について前もって知識をもっている
テレビ放送では、「そう」が多くあらわれることになる。
(例9:テレビ放送/『徹子の部屋』2005.12」_6)
460Tじゃあみんなハードルのとこでどうしてるかって、どういうのが//反別なんですかそ
うすると0
461Dそうです。
462Dあの一、たとえば-、ハードルを手でさわったり。
463Tああー。
464Dえーそれから倒すのはかまわないんですけど、ハードルが、こう枠がある中の、えー横
から、通ってしまったり。
465Tあー。
466Dあの、抜いてくる足ですね、//後ろ足が横から通ることがあるのでO
467T　　　　　　　　　　　　　　　うんうんうん。 そうそうそう。
この例9が端的な例であり、Tは「どういうのが反則なんですか」とたずねているのに、相手の答
えに対して「そうそうそう」と答えている。 「そう」ということは、その情報(この場合はハードル
競技の反則の規定)について理解していたということであり、理解しているならばその情報に関す
る質問をする必要がない。 460Tの発話は、視聴者にその情報を伝えるための質問であり、しかしそ
の答えは自分にとっては既知のことであるため、「そう」によるあいづちがあらわれたということで
あろう。
日常会話の一語文に、くりかえしの形態が多く、「そう」が少ないのは、日常会話はテレビ放送に
くらべ、当該の情報に関する知識をもたず、はじめて耳にすることが多いという談話資料の性格の
ちがいに起因し、さらにこのことから、くりかえしは強い得心、「そう」は知識の既知という``理解"
にかかわる側面をもつということがいえる。
なお「そう」は、例10のように対話者が提示した情報を獲得した場合にももちいられることがあ
る。この用法の場合、「そう」に終助詞が後接することが多い。
(例10:【談話例5】-高校時代の部活動に関する話題)
807B(3.0)ほんとね一、弱い県、はね一、弱かったね-もう。
808A】そうですか。 I
この場合の「そう」は、発話者が当該の情報についての知識をもっているわけではないが、やは
り"理解"にかかわるという点についてはかわりがない。
5. 対話者の発話をぬきだす名詞一語文
3.3.で、日常会話における名詞一語文は、原形の一語文の割合が高いということを指摘したが、そ
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れは日常会話において、次のような「直前の対話者の発話中の名詞一語をぬきだす」名詞一語文が
多いからである。
(例11:【談話例1】-めずらしい名前について)
119Aその子がね-、またMちゃんっていう名前で。
120BMちゃん。
121AMちゃん。
(例12:【談話例4】)
3A(笑い)ど、どうなの週王は。
4Aこの、2週間ほど。
r. i<」
6Aうん。
対話者の発話中の一語をぬきだしての発話は、該当部分の語がはっきりと聞き取れなかった、該
当部分の語の内容に興味をもった、などの場合にあらわれる。 今回のテレビ放送の談話資料では、
例11、12に該当するような名詞一語文の例は存在しなかったが、これも、当該の情報について事前
に知識を得ているというテレビ放送という談話資料の性格に起因するものと考えられる。 前もって
情報を得ているため、会話のなかで聞きとれない、語そのものに対して興味をもつということが少
ないのであろう。もちろんテレビ放送といえども、すべての会話内容がきまっているわけではなく、
参考資料では、この類の名詞一語文の例が見られた.
(例13:参考資料-『はなまるマーケット』2005.12.16)
416A家族の中ではた-くんて呼ばれてるんですけど。
4170
418Y
た-くん。
た-くん?
6. 話題を終了・転換させる一語文
3.4.において、日常会話における感動詞・応答詞類の一語文において、「その他」の発話意図をも
つものがあることを指摘した。具体的には、日常会話では例14、15のように、話題が一段落して会
話がとぎれたとき、感動詞・応答詞類をきっかけに話題が終了・転換することがあるということで
ある0
(例14:【談話例3】)
1072Bああ、北千里でおりるんでしたっけあれは。
1073Bかんだいまえ[関大前]一、
1074Aあ、そうですね、そうですね。
1075Bあ、
話しことばの一語文と談話資料の性格
1076Aええ、そうだそうだ、//関大前、うん。
1077Bス_え。
†話題:大阪の学会における電車ののりかえ
1078A(3.0)[∋二右]
1079A(5.0)ね一一。 I
1080Aいやー。 I
l話題:学会における身のふりかた
1081Bまああれですよね、土曜日は、
1082Aはい。
1083Bものすごくうまくいった結果、
1084Aうん。
1085BZ先生のかばんをもてて//いればという計画もあるので一、
1086Aああ、いいじゃないですか。
(例15:【談話例4】)
24AXさんは?
25Bん一、まだ。
26Aまだか。
27Bうん。
28B新聞社だから一、//ま、なかなかね。
29Aああそっか、新聞社か、うん。
†話題:共通の友人の就職活動に関する話題
30A　(6.0)うーん。
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J話蓮:会話への参加要請
31ACさんもなにか。
32Cえ?
33Aしゃべるといいと思いますよ、ぼくのために。
※(3.0)は直前の発話から3秒間の沈黙があったことをあらわす。
例14の1078-1080Aや、例15の30Aの感動詞類は、直前の相手の発話をうけておらず、感動詞
類本来のつかわれかたではない。沈黙の間合いをきらうように感動詞類が発話され、そして発話者
は別の話題、あるいは別の対話者を見つけることになる。テレビ放送では話題の展開に関するおお
まかな筋書きが決まっており、会話がとぎれるということがないため、こうした一語文の発話があ
らわれなかったのであり、このような話題の転換の間にあらわれる感動詞類の一語文はまさに日常
会話独特のものである。話題をさがしている間は、発話者は語るべき内容をもっていないため、実
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質的な内容を明言しない感動詞類が多くもちいられるのであろう。
7. おわりに
以上、おもに日常会話とテレビ放送の比較をとおして、話しことばの一語文の特徴を考察した。
ただし今回の談話資料は、テレビ放送は発話の絶対数とバリエーションが少ない、日常会話は筆者
が会話に登場しているなど、複数の問題をかかえており、今後はより多くの談話資料を収集する必
要がある。また、今回は感動詞・応答詞類に関することを中心に論じたが、今後はそれ以外の要素
に焦点をあてて論をひろげていきたい。
参考文献
小池清治(2000)「日本語の基本文型1-一語文・名詞文・形容詞文-」『外国文学』49
国立国語研究所(1987)『日本語教育映画基礎編総合文型表』
ザトラウスキー,ポリー(1993)『日本語の談話の構造分析-勧誘のストラテジーの考察-』くろしお出版
林四郎(1998)『文章論の基礎問題』三省堂
山田孝雄(1936)『日本文法学概論』賓文館
